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現したもの（＝垂迹）が日本の神
様。つまり日本人にわかり易く、
親しみ易いように形を変えて現れ
てきたということです。特に鎌倉
時代に入ると、このような考え方
が日本全国に急速に広まり、本地
仏が置かれるようになった。
　春日五所明神の本地仏は、一殿
には「釈迦如来」、二殿には「薬
師如来」、三殿は「地蔵菩薩」、四
殿には「十一面観音」、そして若
宮には「文殊菩薩」。
　しかし後に、一殿に関しては、
「お釈迦様」ではなく「不空羂
索観音」だという別の説が出てき
た。この観音は興福寺の南円堂の
本尊で、春日社の一殿「武甕槌
命」の本地仏。仏像の形をしてい
るが実は春日の神様だというこ
と。また堂内の本尊前に春日赤童
子が祀られていて、南円堂は他の
諸堂よりも春日信仰と密接してい
る。
　神仏習合の特徴は、何らかの経

の境内の中の遥拝所です。
　得度後の大きな修行は、「四度加
行（しどけぎょう）」。これは真言
密教の修行で毎日護摩を焚き100日
籠る。この護摩修行は一日三回行
うが一番厳しい。一回で５時間か
かるので15時間座る。この修行を
終えて正式なお坊さんになる。

冥の照覧
　我々の新年は１月２日。この日
に興福寺の最初の年中行事「社参
式」をお寺ではなく春日大社で行
う。この日は春日大社の日々、神
様にお供えをする最初の日である
「日供始（にっくはじめ）」でも
ある。宮司、神官と一緒にお参り
をし、読経を行う。
　神様と仏・菩薩は、私たちから
すれば非常に具体的な存在で、感
情的に感じる。春日大社の本殿で
読経するが、一度もきれいに読経
したことがない。読経を始めると
脈が速くなり、誰かに肩を押され
ているような感覚になる。所謂、
「冥の照覧（みょうのしょうら
ん）」で、目に見えないものがす
べての行動を見ているという感覚
がある。
　春日大社の客殿から見上げると
「祭神如神在」という額がある。
元々は論語からの引用文で、神を
祀るには『神在ますが如くす』。
神が在ると思えば神は在る、在な
いと思えば神は在ない、というこ
と。春日大社に行き神様を感じる
のではなく、気付かないうちに神
様は心の中に付き添って見続けて
いる。守り半分、戒め半分で日々
の修行を支えてくださっている。

典をみて説かれたものではなく、
人の感覚、感得、あるいは夢告に
よって展開する考え方。ですか
ら、人によっては神様と仏様の関
係が変わってもおかしくはない。
春日社と興福寺の間に生まれてく
る本地垂迹の信仰を具体的に表し
た「春日曼荼羅」も、殆どは社景
があり本地仏が出てくるが、神様
だけや、お寺のみを画いている場
合もある。

興福寺の得度
　興福寺では得度の際、春日の神
様の許可が必要なので、まず春日
にお参りをする。これは鎌倉時代
から変わっていない。
　そして修行は、諸堂参拝をす
る。毎朝興福寺の各お堂の前で読
経を行う。ただ、南円堂に安置さ
れている仏像は神様なので、読経
後は春日の方に振り向き二礼二拍
する。南円堂の基壇の上は興福寺
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養士など様々な職種の人たちが共
同して質の高いチームを組み、医
療、サポート活動を行っている。
また、人材育成、質の高い医療を
提供するため、医療専門職教育セ
ンターや24時間利用できる図書館
情報センター、手技研修室を設け
た。そして、新規採用の職員研修
や新規採用看護師のライフサポー
トの実修。病院では個人情報が多
いため情報管理研修や、将来の奈
良県の医療を支える貴重な人材で
ある研修医の奨励カンファレンス
を行っている。
　そして、地域の方々や広く県
民の皆様に、よりご理解いただ
く機会として「あおによし祭」
を開催。模擬店やドクターヘリと
写真撮影やロビーコンサート、健
康相談や公開講座、またブラック

　興福寺の僧侶の日々の生活の中
には、今でも神仏習合が元気に生
きている。
　明治に入り、神仏判然（神仏分
離）令が発布され、無理やり神道
の神様と、仏教の仏様を分けよう
とした。分けるだけではなく、仏
教を批判、廃仏毀釈運動も起こっ
た。このことは、今でも日本人に
とっては不自然だと感じている。

春日社（春日大社）の
� 創建と祭神
　768年、春日大社は藤原家の氏
社として三笠山の麓に建てられ

ジャックセミナーとして、子供た
ちに模擬手術の体験など催しを
行っている。

ＩＳＯ取得
　「ISO9001」には、医療サービ
スを提供する項目があり、県内で
初めて取得した。
　取得にあたり、入退院時の各部
門の文書管理をするプロセスフ
ローチャートの作成。マニュアル
通り業務が出来ているかを確か
める監査委員を養成し、内部監査
をする。各部門の目標管理シート
を院長まで提出。そして、四半期
ごとに目標が達成できたか自己評
価していく。最初は反論もあった
が、チーム内の問題や、医療やケ
アの質が変わると思った。業務内

た。第一殿には鹿島の神様「武甕
槌命（たけみかづちのみこと）」、
第二殿は「経津主命（ふつぬしの
みこと）」を祀られた。元々は、
東国の最も力のある神様をお迎え
し藤原家の集合寺とした。そして
第三殿の「天児屋根命（あめのこ
やねのみこと）」と第四殿「比売
神（ひめがみ）」は、古来藤原家
と関係のある神様をお祀りした。
所謂、春日社の五所明神と呼ばれ
るのは、この四柱の神様と、最も
大きな摂社である若宮社「天押雲
根命（あめのおしくもねのみこ
と）」のこと。
　興福寺と春日社は、何れも藤原

容の見直しにつながり、働き方改
革にもつながる。そしてコミュニ
ケーションが良くなった。

センターのめざすところ
　最近の医療の現場でも人工知能
「ＡＩ」の導入が進んでいる。
しかし、患者とのコミュニケー
ションは人間がやること。医療事
故の６割はコミュニケーションス
キルのミス。患者さんから「症状
を診るよりも人を診なさい」と教
えられた。患者さんが、最高の医
療サービスを受けていると実感で
き、地域社会から貢献していると
言っていただける病院。そして、
職員が良い病院で働いているなと
実感できる病院にしたいと思って
いる。

氏と関係がある。藤原家の地位が
向上するにつれて、勢力が増して
くる。そして都が平城京を離れて
平安京に移ると、興福寺が神社を
経営管理することになり、春日社
興福寺という一つの組織になっ
た。この一体化を描かれている
のが「春日社曼荼羅」。春日の風
景、興福寺の伽藍、そして安置さ
れている仏様が描かれている。

本
ほん

地
ぢ

垂
すい

迹
じゃく

の世界
　我々愚か者である衆生の救済の
ために、仏・菩薩（＝本地）が衆
生の能力に合わせて姿を変えて出

冥の照覧
―興福寺の僧侶からみた神仏習合の世界―

法相宗大本山興福寺録事補のザイレ暁映師
　火曜午餐会・10月第２例会は公開講演会として、15日13時から当部５階大会議室で開催した。
講師に法相宗大本山興福寺録事補のザイレ暁映師を招き「冥の照覧―興福寺の僧侶からみた神仏
習合の世界―」をテーマに語って頂いた。ザイレ師は神仏習合について「神仏習合の特徴は、何
らかの経典をみて説かれたものではなく、人の感覚、感得、あるいは夢告によって展開する考え
方。ですから人によっては神様と仏様の関係が変わってもおかしくはない」と語った。講演要旨
は次の通り。


